
Japanese Society of Microbial Ecology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Soolety 　of 　Mloroblal 　Eoology

PA−28

広島湾に おい て活発に増殖す る細菌系統群の 季節変動
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【目的】海洋細菌群は、植物プランク トンによる基礎生産の 3（〉−50％を消費してい るとされ、

その 活性や群集構造の 変動が生態系にお ける有機物フ ラッ クス の 変動を左右 してい ると考え

られる 。 ある環境下 におい て、活発 に増殖する細菌種は、こうした フ ラッ クス の増減に強く影

響を及ぼすと考えられるが 、 具体的な細菌種の特定やその 定量的なモニ タ リングを行っ た例は

未だほとんどない 。本研究で は、ハ ロ ゲン化ヌ ク レオシ ドの
一種で あるプロ モデオキシウリジ

ン （BrdU）によ り、 活発に増殖 してい る細菌を標識すると同時に、　FISH 法によ っ て その 系統群

を特定 し、各主要系統群の 細菌生産全体へ の寄与や増殖指数 （増殖細胞の割合）の 季節的な変

動を明 らかにする こ とを目的とした 。

【方法】広島湾呉港の広島大学練習船係船場にお いて 、2005 年 8 月から 2006年 7 月 まで、毎

月
一

回、水深 5m か ら海水試料を採取した。海水試料に BrdU を終濃度 1 μM となるように加

え、現場水温で 3 時間培養 した。 培養後 、 パ ラホルムアルデ ヒ ドで固定し、孔径 0，2ym のポ

リカ
ーボネ

ー
トフィ ルターで細菌画分を捕集した。これ らの フ ィル タ

ー
を等分し、9 種の FIS

H プロ
ーブ （Eubac  灸 Negative　conmO1 ，α一，β一

， γ
一preteobaCteria（］FB ，

　Roseohacter
，
　SAR86，

”伽 o）を用 いて BrdU　irn  unocytochemistry ・FISH （BIC −FISH ）法
（Dl

こよる解析を行っ た。また、

環境要因として 、 水温 塩分、クロ ロ フィル a 濃度を測定した 。

【結果お よび考察】観測期間中、BrdU 標識細菌の 割合は、全菌数の 14〜30％ を占めてお り、平

均で 22 士 4％で あっ た 。 ほ ぼすべ ての 月にお いて 、 α 一proteobaCteria特に Roseobacterグル
ープ

が最も優占してお り、BrdU 標識細菌の 1（〉−35％ （平均 24 土 7％）を占めてい た。また、その 他
の系統群につ いて は、（］FB グルー プが 10月に BrdU 標識細菌の 27％ とい う高い寄与率を示し

た他は、1（p／。ない しはそれ以下の割合で推移した。Roseobacterグループの 高い 寄与率は、この

グループの 細菌が沿岸域における主要な有機物分解者で ある こ とを示唆して いる。また、増殖

指数につ いては 、 いずれの 系統群 もそ ろ っ て夏 （8 月又 は 9 月）に ピー
クが見 られた爪 BrdU

標識細菌へ の寄与率で見る と、各系統群によっ て季節的な消長に違いが見られ、それぞれの 系

統群の増殖に影響する要因に違い が ある こ とが伺われた 。 いずれ の 系統群において も、BrdU

標識細菌に占める割合の 変動ば 細菌群集全体 に占める割合の 変動と良く
一
致 する傾向にあっ

た ことか ら、今回の観測地点にお ける細菌群集組成が増殖速度依存の ボ トム ア ッ プコ ン トロー

ルによっ て規定されてい る こ とが示唆された。
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